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1.　食 事のあとか たずけ作業 の時間 ・エネル ギー消費

につい て，家 族数 め影響と電気 皿洗機による効果を調 べ

た。

エ ネルギー消費量計算は，各要素作業 のR.M.R.    （実

測あ るい は推定）を用い て行な うのであるが，この方法

の妥 当性 を実証するために，全 作業を通して のエネル ギ

ー代謝 率を実測し て，前者 の計算によってえられる平均

R.M.R. と比較し た。

2.　実際 の作業 は，家 族数２人,   5 人,    8人の各の場

合について，手動 と皿洗機 使用 によるかたずけを行なっ

た。 実験場所は茨 城大家 庭管理 実験室で。 ニ ットキチ

ン，皿 洗機 （シャープ）等を用い ，被検者は２人， 時間

研究 はストップ ウォッチ法とし た。 エネルギー代謝実測

には，被検者 ３人， 作業 は家族 数２人,手 動の場合とし ，

ダグ ラスバ ッグ法 によっ た。

3. あ とかたずけ 作業 の総所 要時間 はっ ぎのようであ

る。

(単位　 分)

ブ
２　人 ５　人 ８　人

Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ

手　 動 6.12，5.84 10.43 15.23 21.43 16.00

’ 電　 気 0.99 0.98 2.42 3.38 7.10 3.93

各 要素作業のR.M.R. を 用 い て，2 人家族手動 の場

合の平均R.M.R. を求 めると，被 検者 ３人 の平均 は1.20

となり，全 作業を通してエ ネルギ ー代謝 を実測し た場合

のR.M.R. は1.196 となっ た。 前者 の方 法によるエネル

ギー消費量計算の確実性がみとめられる。


